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県 内 の ぶ ど う 品 種 t よ、 キ ヤ ン タ`ヽ ル 、 す イ ヤ ガ ラ な ど が 主 r r f でぁ る か 、

ど の 大 社 種 の 様 培 が 始 ま つ て い る 。 大 池 種 の 多 く t ま四 倍 体 で あ る こ と 、

あ る こ と な ど か ら 高 温 量 を 要 し 、 冬 手 間 の 低 温 の 害 も 受 サ や す い 。 ぶ ど

て t よ、 特 t こ気 象 災 害 回 避 に よ る 生 産 の 安 定 が 重 要 で あ る 。 こ の た め 、 キ
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積 雪 お よ び 登 熱 不 良 を 招 き

4 寺: こ開 花 R 用の 気 象 、 補 道 、

- 8 2 -



「４

　

，９

ま た 、 冬 期 の 低 握 に 留 意 す る こ と 。

) 上 壌 水 分 過 多 の 場 所 、 腐 植 層 の 厚 い 土 壌 は 校 の 登 熟 不 良 を

る 。

) 栽 培 条 件 ( 着 果 量 な ど ) も 査 熱 不 良 、 熱 期 連 延 を 招 き や す

) 大 粒 種 な ど 耐 寒 性 の 弱 い 品 種 は 冬 期 の 防 寒 対 策 が 必 要 で あ
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図 1

キャンベルが 9月 1 5日 までに収穫可能な地域

(生育期平均気退、年平均気握、 7～ 8月 平均気

i &、成熟強算気温、成熟時期、年降水宝 より判定)

紅伊豆の栽培可能地

(生育期平均気温、年平均気温、

温、成熟積算気温、成熟時期、

7～ 8月 平均気

年降水童 より判定)

- 8 3 -




